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一
七
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持
田
洋
平
君
提
出
博
士
学
位
請
求
論
文
審
査
要
旨

論
文
題
目

「
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
華
人
社
会
に
お
け
る
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
形
成
過
程

　

一
八
九
六
～
一
九
〇
九
年
」

本
研
究
の
概
要

　

本
研
究
は
、
一
九
八
六
年
か
ら
一
九
〇
九
年
ま
で
の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
華

人
社
会
に
お
け
る
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
形
成
過
程
に
つ
い
て
、
こ
れ
を

「
移
民
社
会
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
」
と
い
う
新
た
な
観
点
か
ら
捉
え
直
し
、

そ
の
歴
史
的
な
展
開
と
特
殊
性
・
重
要
性
を
明
ら
か
に
し
た
研
究
で
あ
る
。

　

一
九
世
紀
末
か
ら
二
〇
世
紀
初
頭
の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
華
人
社
会
に
お
い

て
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
が
形
成
さ
れ
た
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
も
多
く
の
先

行
研
究
に
よ
り
注
目
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
研
究
は
ナ
シ
ョ

ナ
リ
ズ
ム
と
い
う
概
念
自
体
に
つ
い
て
は
深
く
考
慮
せ
ず
、
い
わ
ゆ
る
標

準
的
な
国
民
国
家
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
い
う
定
型
に
当
て
は
め
る
形
で
、

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
華
人
社
会
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
形
成
過
程
を
理
解
し
よ

う
と
し
て
き
た
。

　

し
か
し
実
際
に
は
、
こ
の
時
期
の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
華
人
社
会
に
居
住
し

て
い
た
華
人
た
ち
は
、
祖
国
で
あ
る
中
国
（
清
朝
）
と
い
う
国
家
の
制

度
・
領
域
の
外
部
に
あ
り
、
中
国
国
籍
も
付
与
さ
れ
て
お
ら
ず
、
中
国
へ

の
政
治
参
加
や
政
治
的
権
利
の
付
与
も
極
め
て
限
定
的
で
あ
り
、
さ
ら
に

彼
ら
が
居
住
し
て
い
た
現
地
の
華
人
社
会
の
内
部
も
、
複
数
の
幇
派
と
方

言
に
よ
っ
て
ば
ら
ば
ら
に
分
断
さ
れ
て
い
た
。
国
民
国
家
と
い
う
形
態
を

前
提
と
し
て
、
ネ
イ
シ
ョ
ン
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
い
っ
た
概
念
を
、
国

民
国
家
へ
の
帰
属
や
統
合
、
お
よ
び
そ
の
政
治
制
度
へ
の
参
加
な
ど
と
関

連
す
る
問
題
と
し
て
理
解
す
る
限
り
、
こ
の
時
期
の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
華
人

社
会
の
動
き
を
、
い
わ
ゆ
る
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
し
て
捉
え
る
こ
と
は
で

き
な
い
で
あ
ろ
う
。

　

し
か
し
、
一
九
～
二
〇
世
紀
転
換
期
の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
華
人
社
会
で
は
、

植
民
地
宗
主
国
で
あ
る
イ
ギ
リ
ス
と
祖
国
・
中
国
の
双
方
か
ら
の
影
響
を

受
け
な
が
ら
、
一
つ
の
ネ
イ
シ
ョ
ン
／
人
種
と
し
て
均
質
か
つ
一
体
化
さ

れ
た
存
在
と
し
て
の
華
人
、
あ
る
い
は
集
団
と
し
て
の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
華

人
社
会
と
い
う
発
想
が
、
一
部
の
知
識
層
の
現
地
華
人
た
ち
に
よ
り
発
見

さ
れ
た
。
ま
た
、
こ
う
し
た
発
想
を
利
用
し
て
華
人
社
会
内
部
を
連
帯
さ

せ
、
様
々
な
社
会
・
政
治
・
文
化
活
動
を
行
お
う
と
す
る
試
み
も
、
活
発

に
行
わ
れ
て
い
た
。
本
研
究
は
、
こ
の
よ
う
な
当
時
の
華
人
社
会
の
状
況

を
、
い
わ
ゆ
る
国
民
国
家
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
は
異
な
る
「
移
民
社
会

の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
」
の
形
成
に
関
す
る
重
要
な
事
例
で
あ
る
と
考
え
、

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
華
人
社
会
の
内
部
構
造
の
歴
史
的
な
変
化
と
い
う
観
点
か

ら
、
そ
の
特
殊
性
・
重
要
性
を
明
ら
か
に
し
た
。

　

本
研
究
は
、
序
論
（
第
一
章
）
や
結
論
（
第
九
章
）、
本
論
の
前
提
と

な
る
歴
史
的
な
概
要
を
述
べ
る
導
入
部
（
第
二
章
）、
史
料
・
参
考
文
献

一
覧
（
第
一
二
章
）
な
ど
に
加
え
、
合
計
六
章
（
第
三
章
か
ら
第
八
章
）

の
本
論
か
ら
構
成
さ
れ
る
。
以
下
、
全
体
の
構
成
が
通
観
で
き
る
目
次
を

掲
げ
る
。
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１　

‌�

序
論

　
（
１
）　‌��

問
題
関
心
お
よ
び
章
構
成

　
（
２
）　‌�

先
行
研
究
の
整
理
と
批
判
的
検
討

　
（
３
）　‌�
用
語
定
義
お
よ
び
方
法
論
に
関
す
る
整
理

　
（
４
）　‌�
主
要
な
史
料
に
関
す
る
整
理

２　

‌�

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
お
け
る
華
人
社
会
の
形
成

　
（
１
）　‌�

地
理
的
環
境
お
よ
び
植
民
地
化
以
前
の
状
況

　
（
２
）　‌�

イ
ギ
リ
ス
の
東
南
ア
ジ
ア
進
出
と
ラ
ッ
フ
ル
ズ

　
（
３
）　‌�

ラ
ッ
フ
ル
ズ
に
よ
る
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
植
民
地
化
の
開
始
と
海

峡
植
民
地
の
成
立

　
（
４
）　‌�

植
民
地
間
を
つ
な
ぐ
汽
船
・
電
信
・
金
融
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

形
成

　
（
５
）　‌�

植
民
地
に
お
け
る
「
ネ
イ
シ
ョ
ン
／
人
種
」
枠
組
の
具
現
化

　
（
６
）　‌�

華
人
社
会
の
内
部
構
造

　
（
７
）　‌�

中
国
と
の
つ
な
が
り

３　

‌�

林
文
慶
ら
の
出
現
と
辮
髪
切
除
活
動
に
起
因
す
る
騒
動
（
一
八
九

六
～
一
八
九
九
年
）

　
（
１
）　‌�

は
じ
め
に

　
（
２
）　‌�

植
民
地
政
庁
に
よ
る
華
人
統
治
方
式
の
変
化

　
　
　
Ⅰ　

‌�

秘
密
結
社
へ
の
法
的
規
制
の
進
行

　
　
　
Ⅱ　

‌�

華
人
社
会
の
新
た
な
リ
ー
ダ
ー
の
出
現

　
（
３
）　‌�

林
文
慶
ら
「
現
地
の
改
革
主
義
者
た
ち
」
の
出
現

　
　
　
Ⅰ　

‌�

林
文
慶
と
「
現
地
の
改
革
主
義
者
た
ち
」

　
　
　
Ⅱ　

‌�

林
文
慶
に
よ
る
ネ
イ
シ
ョ
ン
と
し
て
の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
華

人
社
会
の
発
見

　
（
４
）　‌�

辮
髪
切
除
活
動
と
華
人
社
会
内
の
対
立
（
一
八
九
八
年
）

　
　
　
Ⅰ　

‌�

辮
髪
切
除
活
動
に
つ
い
て

　
　
　
Ⅱ　

‌�

辮
髪
切
除
活
動
の
社
会
的
影
響

　
　
　
Ⅲ　

‌�

林
文
慶
へ
の
波
及

　
（
５
）　‌�

林
文
慶
に
よ
る
辮
髪
切
除
に
関
す
る
問
題
へ
の
対
応
（
一
八

九
九
年
）

　
　
　
Ⅰ　

‌�

辮
髪
切
除
に
関
す
る
釈
明

　

      

Ⅱ　

‌�

辮
髪
切
除
の
実
行
と
残
さ
れ
た
課
題

　
（
６
）　‌�

お
わ
り
に

４　

‌�

康
有
為
の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
来
訪
と
そ
の
社
会
的
影
響
（
一
九
〇
〇

年
）

　
（
１
）　‌�

は
じ
め
に

　
（
２
）　‌�

康
有
為
の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
滞
在

　
（
３
）　‌�「
革
命
派
」
活
動
家
の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
来
訪

　
（
４
）　‌�

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
華
人
社
会
へ
の
影
響
に
関
す
る
考
察

　
（
５
）　‌�

お
わ
り
に

５　

‌�

孔
廟
学
堂
設
立
運
動
の
展
開
（
一
八
九
八
～
一
九
〇
二
年
）

　
（
１
）　‌�

は
じ
め
に

　
（
２
）　‌�

孔
廟
学
堂
設
立
運
動
の
準
備
的
段
階

　
　
　
Ⅰ　

‌�

中
国
語
学
校
設
立
運
動
の
展
開

　
　
　
Ⅱ　

‌�

林
文
慶
ら
に
よ
る
宣
伝
活
動

　
　
　
Ⅲ　

‌�
設
立
活
動
の
展
開
に
到
る
経
緯

　
（
３
）　‌�
孔
廟
学
堂
の
設
立
に
向
け
た
展
開

四
四
二
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一
七
三　
（
四
四
三

　
　
　
Ⅰ　

‌�

一
九
〇
一
年
に
お
け
る
展
開

　
　
　
Ⅱ　

‌�

一
九
〇
二
年
に
お
け
る
展
開
と
失
敗

　
（
４
）　‌�

設
立
活
動
に
お
け
る
宣
伝
と
そ
の
特
徴

　
（
５
）　‌�
お
わ
り
に

６　

‌�

一
九
世
紀
か
ら
二
〇
世
紀
初
頭
の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
華
人
社
会
に
お

け
る
「
反
満
州
人
主
義
」
の
系
譜

　
（
１
）　‌�

は
じ
め
に

　
（
２
）　‌�

秘
密
結
社
と
「
反
満
州
人
主
義
」
の
関
係
性

　
（
３
）　‌�「
現
地
の
改
革
主
義
者
た
ち
」
に
よ
る
「
反
満
州
人
主
義
」

言
説
の
発
表

　
　
　
Ⅰ　

‌�

辮
髪
に
関
す
る
言
説

　
　
　
Ⅱ　

‌�

中
国
の
歴
史
・
政
治
・
社
会
な
ど
に
関
す
る
言
説

     　

 

Ⅲ　

‌�「
反
満
州
人
主
義
」
言
説
の
社
会
的
背
景
に
関
す
る
考
察

　
（
４
）　‌�「
現
地
の
改
革
主
義
者
た
ち
」
か
ら
「
革
命
派
」
へ
の
連
続
性

　
（
５
）　‌�

政
治
的
な
対
立
関
係
の
顕
在
化

　
（
６
）　‌�

お
わ
り
に

７　

‌�

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
中
華
総
商
会
の
社
会
的
機
能
の
形
成
過
程
（
一
九

〇
五
～
一
九
〇
八
年
）

　
（
１
）　‌�

は
じ
め
に

　
（
２
）　‌�

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
中
華
総
商
会
の
設
立

　
　
　
Ⅰ　

‌�

設
立
に
至
る
過
程

　
　
　
Ⅱ　

‌�

設
立
過
程
に
関
す
る
考
察

　
（
３
）　‌�

設
立
初
期
に
お
け
る
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
中
華
総
商
会
の
活
動
と

社
会
的
な
機
能
の
形
成

　
　
　
Ⅰ　

‌�

設
立
初
期
の
社
会
的
な
活
動
に
つ
い
て

　
　
　
Ⅱ　

‌�

中
華
総
商
会
の
社
会
的
機
能
と
そ
の
背
景

　
（
４
）　‌�

お
わ
り
に

８　

‌�

各
幇
派
に
よ
る
初
等
学
堂
の
設
立
・
運
営
と
そ
の
社
会
的
背
景

（
一
九
〇
六
～
一
九
〇
九
年
）

　
（
１
）　‌�

は
じ
め
に

　
（
２
）　‌�

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
華
人
を
対
象
と
し
た
教
育
機
関
の
展
開

　
（
３
）　‌�

一
九
〇
〇
年
代
後
半
に
お
け
る
初
等
学
堂
の
設
立
と
そ
の
相

互
関
係

　
　
　
Ⅰ　

‌�

一
九
〇
〇
年
代
後
半
に
お
け
る
初
等
学
堂
の
設
立

      　
Ⅱ　

‌�

広
東
幇
に
よ
る
養
正
学
堂
の
設
立
過
程

      　
Ⅲ　

‌�

福
建
幇
に
よ
る
道
南
学
堂
の
設
立
過
程

     　

 

Ⅳ　

‌�

複
数
の
幇
派
に
よ
る
学
堂
共
同
運
営
の
模
索

      　
Ⅴ　

‌�

各
学
堂
の
連
帯
・
協
力

　
（
４
）　‌�「
国
語
」
教
育
の
分
断
・
連
帯
と
そ
の
社
会
的
背
景

　
（
５
）　‌�

お
わ
り
に

９　

‌�

結
論

　
（
１
）　‌�

内
容
と
論
点
の
整
理

　
（
２
）　‌�

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
華
人
社
会
史
と
し
て
の
位
置
付
け

　
（
３
）　‌�「
移
民
社
会
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
」
に
関
す
る
考
察

　
（
４
）　‌�

今
後
の
課
題
と
方
向
性
に
つ
い
て

10
．‌�
各
章
論
文
の
初
出
に
関
す
る
説
明
・
謝
辞

11
．‌�
人
物
略
歴

12
．‌�

史
料
・
参
考
文
献
一
覧
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論
文
の
要
旨

　

第
１
章
「
序
論
」
で
は
、
ま
ず
本
研
究
の
問
題
関
心
に
つ
い
て
、
現
代

の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
お
け
る
歴
史
の
語
ら
れ
方
と
い
う
問
題
と
、
ナ
シ
ョ

ナ
リ
ズ
ム
の
歴
史
的
な
多
様
性
と
い
う
観
点
か
ら
議
論
し
た
。
ま
た
、
本

研
究
の
先
行
研
究
や
史
料
に
つ
い
て
も
、
い
く
つ
か
に
分
類
し
な
が
ら
整

理
し
た
。
さ
ら
に
、
本
研
究
に
と
っ
て
重
要
な
キ
ー
ワ
ー
ド
と
な
る
「
ナ

シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
」
な
ど
の
用
語
や
方
法
論
に
つ
い
て
も
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

華
人
社
会
史
研
究
と
い
う
文
脈
に
沿
っ
た
形
で
用
い
る
こ
と
を
前
提
と
し

て
、
検
討
を
行
っ
て
い
る
。

　

第
２
章
「
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
お
け
る
華
人
社
会
の
形
成
」
で
は
、
本
論

の
前
提
と
な
る
概
要
を
述
べ
る
導
入
部
に
当
た
る
箇
所
で
あ
り
、
十
九
世

紀
末
ま
で
の
時
期
に
お
け
る
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
華
人
社
会
の
発
展
と
そ
の
外

部
・
内
部
構
造
に
つ
い
て
、
主
に
先
行
研
究
を
整
理
す
る
形
で
議
論
し
た
。

こ
の
中
で
特
に
、
イ
ギ
リ
ス
帝
国
に
よ
る
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
を
含
む
海
峡
植

民
地
の
植
民
地
統
治
の
も
と
で
、
ネ
イ
シ
ョ
ン
／
人
種
と
い
う
概
念
が
重

視
さ
れ
、
こ
の
よ
う
な
枠
組
に
基
づ
く
「
華
人
」（Chinese
）
の
居
住
地

と
し
て
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
華
人
社
会
が
人
為
的
に
形
成
さ
れ
た
こ
と
、
ま

た
、
華
人
社
会
の
内
部
が
複
数
の
方
言
と
幇
派
に
よ
っ
て
ば
ら
ば
ら
に
分

断
さ
れ
た
状
況
に
あ
っ
た
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。

　

第
３
章
「
林
文
慶
ら
の
出
現
と
辮
髪
切
除
活
動
に
起
因
す
る
騒
動
（
一

八
九
六
～
一
八
九
九
年
）」
で
は
、
ま
ず
一
九
世
紀
後
半
の
海
峡
植
民
地

に
お
け
る
秘
密
結
社
へ
の
法
的
規
制
の
進
行
に
よ
り
、
一
九
世
紀
末
に
新

た
に
華
人
社
会
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
担
う
集
団
と
し
て
、
林
文
慶
ら

「
現
地
の
改
革
主
義
者
た
ち
」
が
台
頭
し
た
こ
と
を
述
べ
た
。
さ
ら
に
、

林
文
慶
ら
が
計
画
し
た
辮
髪
切
除
活
動
が
、
一
八
九
八
年
か
ら
一
八
九
九

年
に
か
け
て
華
人
社
会
に
大
き
な
騒
動
を
巻
き
起
こ
し
た
こ
と
を
、
時
系

列
的
に
整
理
し
な
が
ら
議
論
し
た
。
ま
た
、
林
文
慶
ら
の
社
会
活
動
や
辮

髪
切
除
活
動
に
起
因
す
る
騒
動
を
通
し
て
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
華
人
社
会
と

い
う
場
に
所
属
す
る
華
人
の
間
に
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
共
通
性
が
存
在
す
る
こ

と
が
広
く
意
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。

　

第
４
章
「
康
有
為
の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
来
訪
と
そ
の
社
会
的
影
響
（
一
九

〇
〇
年
）」
で
は
、
一
九
〇
〇
年
の
康
有
為
の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
来
訪
に
つ

い
て
扱
っ
た
。
先
行
研
究
で
は
、
華
人
社
会
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
は
、
中

国
国
内
政
治
に
関
わ
る
政
治
的
党
派
か
ら
の
働
き
か
け
に
よ
り
高
揚
し
て

い
く
と
考
え
て
お
り
、
こ
の
出
来
事
は
こ
の
よ
う
な
展
開
の
起
点
と
し
て

捉
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、
本
研
究
は
ま
ず
、
こ
の
出
来
事
に
関

す
る
植
民
地
政
庁
の
対
応
や
現
地
の
華
人
社
会
へ
の
反
応
な
ど
を
整
理
し
、

こ
の
出
来
事
が
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
華
人
社
会
内
の
政
治
的
な
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ

ム
の
台
頭
を
促
進
す
る
よ
う
な
直
接
的
な
影
響
を
与
え
た
わ
け
で
は
な
か

っ
た
こ
と
を
論
証
し
た
。
そ
し
て
、
中
国
本
土
の
政
治
的
党
派
の
活
動
や

関
係
性
、
現
地
へ
の
働
き
か
け
ば
か
り
に
注
目
す
る
先
行
研
究
を
批
判
し
、

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
華
人
社
会
の
能
動
性
・
主
体
性
に
着
目
し
な
が
ら
康
有
為

来
訪
の
歴
史
的
意
義
を
論
じ
直
し
た
。

　

第
５
章
「
孔
廟
学
堂
設
立
運
動
の
展
開
（
一
八
九
八
～
一
九
〇
二

年
）」
で
は
、
一
八
九
八
年
か
ら
一
九
〇
二
年
に
か
け
て
、
林
文
慶
ら

「
現
地
の
改
革
主
義
者
た
ち
」
に
よ
り
主
導
さ
れ
る
形
で
展
開
さ
れ
た
、

孔
子
廟
と
中
国
語
学
校
を
併
設
し
た
教
育
施
設
で
あ
る
孔
廟
学
堂
の
設
立

を
目
的
と
し
た
社
会
運
動
に
つ
い
て
論
じ
た
。
特
に
、
こ
の
運
動
の
歴
史

四
四
四
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的
な
展
開
を
整
理
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
失
敗
に
至
る
社
会
的
な
背
景
を

論
じ
て
い
る
。
く
わ
え
て
、
こ
の
運
動
の
宣
伝
言
説
に
着
目
し
、
孔
廟
学

堂
の
設
立
運
動
が
現
地
で
幇
派
の
壁
を
越
え
て
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
華
人
社
会

全
体
に
働
き
か
け
を
行
う
こ
と
に
初
め
て
成
功
し
た
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
運

動
で
あ
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

　

第
６
章
「
一
九
世
紀
か
ら
二
〇
世
紀
初
頭
の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
華
人
社
会

に
お
け
る
「
反
満
州
人
主
義
」
の
系
譜
」
で
は
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
華
人
社

会
に
お
け
る
「
反
満
州
人
主
義
」
の
連
続
性
と
系
譜
に
つ
い
て
検
討
を
行

っ
た
。
こ
の
中
で
、
特
に
イ
ギ
リ
ス
の
ネ
イ
シ
ョ
ン
／
人
種
観
念
や
社
会

ダ
ー
ウ
ィ
ニ
ズ
ム
な
ど
が
組
み
合
わ
さ
っ
た
西
洋
近
代
的
な
「
反
満
州
人

主
義
」
が
、
一
九
世
紀
末
か
ら
二
〇
世
紀
初
頭
の
時
期
に
お
い
て
、
林
文

慶
ら
「
現
地
の
改
革
主
義
者
た
ち
」
か
ら
陳
楚
楠
・
張
永
福
ら
「
革
命

派
」
の
メ
ン
バ
ー
た
ち
に
受
け
継
が
れ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
く
わ

え
て
、
こ
の
議
論
を
通
し
て
、
先
行
研
究
が
共
有
し
て
い
る
「
反
満
州
人

主
義
」
の
是
非
に
基
づ
く
「
立
憲
派
」
と
「
革
命
派
」
と
の
政
治
的
な
対

立
関
係
の
形
成
と
い
う
議
論
が
、
虚
構
に
満
ち
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を

強
調
し
て
い
る
。

　

第
７
章
「
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
中
華
総
商
会
の
社
会
的
機
能
の
形
成
過
程

（
一
九
〇
五
～
一
九
〇
八
年
）」
で
は
、
中
華
総
商
会
の
一
九
〇
五
年
か
ら

一
九
〇
六
年
に
お
け
る
設
立
過
程
、
お
よ
び
そ
の
設
立
初
期
、
一
九
〇
六

年
か
ら
一
九
〇
八
年
に
か
け
て
の
社
会
的
な
活
動
に
つ
い
て
詳
し
く
検
討

を
行
っ
た
。
こ
の
検
討
を
通
し
て
、
中
華
総
商
会
が
そ
の
設
立
初
期
よ
り
、

華
人
社
会
内
の
幇
派
の
と
り
ま
と
め
や
華
人
社
会
全
体
を
代
表
す
る
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
の
発
揮
な
ど
に
関
わ
る
社
会
的
な
機
能
を
ど
の
よ
う
に
形
成

し
た
の
か
と
い
う
点
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
ま
た
、
中
華
総
商
会
が
こ

の
よ
う
な
機
能
を
担
う
こ
と
を
可
能
と
し
た
社
会
的
背
景
に
つ
い
て
も
、

こ
の
団
体
の
活
動
に
関
す
る
宣
伝
言
説
に
注
目
し
な
が
ら
考
察
し
た
。

　

第
８
章
「
各
幇
派
に
よ
る
初
等
学
堂
の
設
立
・
運
営
と
そ
の
社
会
的
背

景
（
一
九
〇
六
～
一
九
〇
九
年
）」
で
は
、
一
九
〇
〇
年
代
後
半
の
シ
ン

ガ
ポ
ー
ル
華
人
社
会
で
、「
国
語
」
を
標
榜
す
る
中
国
語
教
育
が
、
複
数

の
幇
派
に
よ
っ
て
展
開
さ
れ
た
原
因
を
考
察
し
た
。
具
体
的
に
は
、
特
に

広
東
幇
の
養
正
学
堂
と
福
建
幇
の
道
南
学
堂
に
注
目
す
る
形
で
、
こ
れ
ら

の
「
国
語
」
教
育
を
標
榜
し
た
初
等
学
堂
の
設
立
過
程
や
初
期
活
動
を
整

理
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
こ
れ
ら
の
初
等
学
堂
の
相
互
関
係
や
連
帯
・
分

断
と
い
っ
た
構
造
を
生
み
出
し
た
社
会
的
背
景
に
つ
い
て
も
、
幇
派
に
よ

る
華
人
社
会
内
部
の
分
断
と
、「
国
語
」
教
育
や
「
祖
国
」
へ
の
貢
献
の

重
要
性
に
関
す
る
社
会
的
な
認
識
の
普
及
と
い
う
観
点
か
ら
説
明
を
行
っ

て
い
る
。

　

第
９
章
「
結
論
」
で
は
、
本
論
の
内
容
を
整
理
し
、「
移
民
社
会
の
ナ

シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
」
と
し
て
の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
華
人
社
会
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ

ム
形
成
の
歴
史
的
な
展
開
を
ま
と
め
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ま
で
先
行
研
究

が
共
有
し
て
き
た
、
中
国
国
内
の
政
治
的
党
派
の
対
立
的
な
関
係
性
を
中

心
と
し
た
観
点
に
基
づ
く
説
明
が
、
多
く
の
誤
り
に
満
ち
て
い
た
こ
と
を

明
示
し
た
。
さ
ら
に
、
本
研
究
の
議
論
が
他
の
研
究
領
域
に
対
し
て
い
か

な
る
示
唆
を
与
え
う
る
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
、
現
代
に
至
る
ま
で
の
長

期
の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
史
と
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
研
究
と
い
う
二
つ
の
研
究
領

域
を
対
象
と
し
て
議
論
し
て
い
る
。

　
「
10
．
各
章
論
文
初
出
に
関
す
る
説
明
・
謝
辞
」・「
11
．
人
物
略
歴
」・

四
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「
12
．
史
料
・
参
考
文
献
一
覧
」
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
本
論
で
記
載
し
な
か

っ
た
補
足
的
な
情
報
に
つ
い
て
説
明
を
加
え
て
い
る
。

審
査
要
旨

　

本
研
究
の
際
立
っ
た
特
色
は
、
従
来
の
植
民
地
制
度
史
の
研
究
や
、
中

国
本
土
の
華
人
社
会
に
対
す
る
影
響
力
を
重
視
す
る
政
治
史
研
究
と
は
異

な
り
、
一
九
世
紀
末
か
ら
二
〇
世
紀
初
頭
の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
刊
行
さ
れ

た
多
数
の
新
聞
史
料
等
の
言
論
を
丹
念
に
精
査
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
当

地
の
華
人
社
会
を
独
自
の
自
律
性
・
能
動
性
を
有
す
る
場
と
し
て
捉
え
直

し
た
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
従
来
、
中
国
本
土
の
政
治
・
思
想
運
動

へ
の
協
力
者
と
し
て
描
か
れ
る
に
過
ぎ
な
か
っ
た
海
峡
華
人
の
政
治
運
動

へ
の
関
与
を
、
現
地
の
華
人
社
会
の
歴
史
的
文
脈
に
即
し
て
分
析
し
て
、

中
国
近
代
史
研
究
に
お
い
て
所
与
の
も
の
と
さ
れ
て
き
た
「
立
憲
派
」
対

「
革
命
派
」
の
政
治
対
立
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
を
相
対
化
す
る
こ
と
に
成
功
し

て
い
る
。

　

例
え
ば
、
本
研
究
の
第
４
章
は
、「
立
憲
派
」
の
中
心
人
物
で
あ
る
康

有
為
が
一
九
〇
〇
年
に
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
を
訪
れ
た
際
、
康
有
為
は
自
身
の

安
全
の
確
保
を
最
優
先
と
し
、
い
か
な
る
政
治
宣
伝
も
行
っ
て
い
な
い
こ

と
を
明
ら
か
に
し
た
。
ま
た
第
６
章
は
、「
立
憲
派
」
の
支
持
者
で
あ
っ

た
林
文
慶
ら
が
、「
革
命
派
」
の
陳
楚
楠
・
張
永
福
ら
に
影
響
を
与
え
て

お
り
、
両
派
は
「
反
満
洲
人
主
義
」
の
思
想
を
共
有
し
、
対
立
関
係
に
は

な
か
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
「
立
憲
派
」
と
「
革
命

派
」
の
対
立
が
顕
在
化
し
た
の
は
、
一
九
〇
八
年
の
振
武
善
社
の
集
会
に

お
け
る
騒
動
以
降
で
あ
る
こ
と
が
論
証
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
歴
史
事

実
の
解
明
は
、
先
行
研
究
の
見
解
に
疑
問
を
呈
す
る
重
要
な
意
義
が
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
。

　

そ
れ
と
関
連
し
て
、
本
研
究
は
、
一
九
世
紀
末
に
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
華
人

社
会
で
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
台
頭
し
た
「
現
地
の
改
革
主
義
者
」
に
光
を
当

て
、
彼
ら
の
視
点
に
即
し
た
新
た
な
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
華
人
史
像
を
提
示
し

て
い
る
点
で
も
高
く
評
価
で
き
る
。
本
研
究
の
随
所
で
登
場
す
る
林
文
慶

と
い
う
人
物
は
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
生
ま
れ
て
高
度
な
英
語
教
育
を
受
け

た
華
人
で
あ
り
、
一
九
世
紀
末
に
「
華
人
（oversea Chinese

）」
と
い

う
集
団
を
お
そ
ら
く
初
め
て
英
語
の
「
ネ
イ
シ
ョ
ン
（nation

）」
と
い

う
近
代
的
観
念
を
通
し
て
理
解
す
る
言
論
を
公
表
し
な
が
ら
、
様
々
な
社

会
改
革
運
動
を
主
導
し
た
。
第
３
章
で
考
察
さ
れ
た
辮
髪
切
除
活
動
や
、

第
５
章
で
考
察
さ
れ
た
廟
学
堂
設
立
運
動
な
ど
は
、
ネ
イ
シ
ョ
ン
と
し
て

の
華
人
と
い
う
概
念
を
用
い
た
最
初
期
の
言
論
・
宣
伝
活
動
で
あ
る
と
し

て
、
本
研
究
の
成
果
に
よ
っ
て
歴
史
的
な
意
味
が
見
直
さ
れ
る
社
会
運
動

で
あ
る
。

　

以
上
に
く
わ
え
て
、
本
研
究
の
第
７
章
は
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
中
華
総
商

会
の
設
立
過
程
と
社
会
的
機
能
を
検
証
し
て
い
る
。
総
商
会
の
社
会
的
役

割
に
光
を
あ
て
、
幇
派
分
立
状
況
を
克
服
し
華
人
組
織
を
一
個
の
統
合
体

と
し
て
創
出
な
い
し
再
編
す
る
場
と
し
て
、
総
商
会
を
位
置
づ
け
直
す
新

た
な
視
点
が
提
供
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
て
本
研
究
は
、
二
〇
世
紀
初
頭

の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
華
人
社
会
に
お
け
る
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
移
行
を
、

「
立
憲
派
」
か
ら
「
革
命
派
」
に
で
は
な
く
、「
現
地
の
改
革
主
義
者
た

ち
」
か
ら
中
華
総
商
会
へ
の
移
行
と
し
て
捉
え
直
す
こ
と
に
成
功
し
た
。

た
だ
し
、
総
商
会
自
体
が
残
し
た
資
料
へ
の
ア
ク
セ
ス
は
容
易
で
は
な
い

四
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も
の
の
、
そ
の
可
能
性
が
残
る
以
上
、
今
後
の
発
掘
と
利
用
が
期
待
さ
れ

て
い
る
。

　

さ
ら
に
本
研
究
は
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
華
人
社
会
に
お
け
る
最
初
期
の
ナ

シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
初
め
て
十
全
に
着
目
し
、
そ
れ
を
当
時
の
世
界
史
の
文

脈
の
な
か
に
位
置
づ
け
よ
う
と
し
た
も
の
と
し
て
評
価
で
き
る
。
す
な
わ

ち
本
研
究
は
、
一
九
世
紀
後
半
以
降
に
ネ
イ
シ
ョ
ン
概
念
が
世
界
的
に
普

及
し
て
い
く
な
か
で
、
近
代
的
な
国
民
国
家
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
制

度
・
領
域
の
外
部
に
置
か
れ
た
移
民
社
会
も
ま
た
、
状
況
に
応
じ
て
多
様

な
意
味
を
有
す
る
ネ
イ
シ
ョ
ン
概
念
を
利
用
し
て
多
く
の
政
治
・
社
会
活

動
を
展
開
し
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
そ
し
て
、
国
民
国
家
の
ナ

シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
対
比
さ
れ
る
べ
き
、
歴
史
的
に
多
様
な
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ

ム
の
あ
り
方
の
一
例
と
し
て
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
華
人
社
会
史
の
事
例
を
提

示
し
よ
う
と
し
た
。
当
時
の
華
人
社
会
で
主
張
さ
れ
て
い
た
ネ
イ
シ
ョ
ン

概
念
の
含
意
に
つ
い
て
は
、
関
連
史
料
の
綿
密
な
検
証
が
今
後
さ
ら
に
必

要
に
な
ろ
う
が
、
本
研
究
に
よ
る
早
期
の
華
人
社
会
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム

に
関
す
る
問
題
提
起
は
、
近
現
代
史
研
究
に
広
く
刺
激
を
与
え
る
も
の
で

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

持
田
君
は
、
英
語
・
中
国
語
の
新
聞
資
料
お
よ
び
公
文
書
、
個
人
の
著

作
物
な
ど
を
可
能
な
限
り
網
羅
的
に
収
集
し
、
そ
れ
ら
を
照
ら
し
合
わ
せ

な
が
ら
精
読
す
る
実
証
作
業
を
周
到
に
積
み
重
ね
た
だ
け
で
な
く
、
英
語

圏
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
関
す
る
社
会
理
論
を
よ
く
吸
収
し
て
歴
史
事
実

の
解
釈
に
応
用
し
、
華
人
史
研
究
の
新
た
な
枠
組
み
を
示
す
こ
と
に
も
果

敢
に
挑
戦
し
た
。
こ
の
点
は
、
審
査
委
員
一
同
が
共
通
し
て
高
く
評
価
す

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

と
は
い
え
、
本
研
究
は
課
程
博
士
の
学
位
請
求
論
文
で
あ
り
、
な
お
次

の
よ
う
な
若
干
の
問
題
点
が
な
い
と
は
い
え
な
い
。

　

第
一
に
、
本
研
究
が
「
現
地
の
改
革
主
義
者
」
と
し
て
高
く
評
価
す
る

林
文
慶
ら
の
言
動
は
、
さ
ら
に
多
面
的
な
視
点
か
ら
論
証
を
重
ね
て
い
く

余
地
が
あ
る
。
彼
ら
は
二
〇
世
紀
初
頭
の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
華
人
社
会
を
、

ど
こ
ま
で
（
中
国
本
土
か
ら
）
自
律
的
な
一
つ
の
政
治
単
位
と
し
て
考
え

て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
本
研
究
は
、
華
人
た
ち
が
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
を
仮
の

居
住
地
と
し
て
考
え
て
い
た
と
す
る
旧
説
と
は
異
な
る
歴
史
像
を
示
し
て

い
る
だ
け
に
、
新
た
な
仮
説
か
ら
さ
ら
に
多
く
の
史
料
を
吟
味
す
る
と
説

得
力
が
増
す
。
ま
た
、
林
文
慶
ら
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
華
人
社
会
の
リ
ー
ダ
ー

た
ち
は
、
英
語
で
高
等
教
育
を
受
け
た
改
革
主
義
の
知
識
人
と
い
う
一
面

の
ほ
か
に
、
ゴ
ム
農
園
を
経
営
し
た
り
、
銀
行
を
設
立
し
た
り
し
た
実
業

家
の
一
面
が
あ
っ
た
。
華
人
の
社
会
運
動
や
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
は
、
経
済

的
な
側
面
を
十
分
に
ふ
ま
え
て
論
じ
ら
れ
る
必
要
が
あ
る
。
く
わ
え
て
、

本
研
究
の
考
察
対
象
は
、
植
民
地
行
政
や
企
業
経
営
に
関
わ
る
中
・
上
層

の
華
人
に
限
定
さ
れ
て
い
る
。
労
働
者
や
女
性
・
子
供
な
ど
中
・
下
層
の

華
人
も
分
析
対
象
に
含
め
れ
ば
、
当
時
の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
華
人
社
会
の
実

像
を
よ
り
立
体
的
に
描
き
出
せ
る
だ
ろ
う
。

　

第
二
と
し
て
、
本
研
究
で
は
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
華
人
社
会
の
主
体
性
・

自
律
性
、
そ
れ
に
対
す
る
内
在
的
な
視
点
が
強
調
さ
れ
た
た
め
に
、
外
部

と
の
関
係
の
考
察
が
不
十
分
に
な
っ
て
い
る
。
中
国
を
扱
っ
た
イ
ギ
リ
ス

の
外
交
文
書
や
ベ
ト
ナ
ム
南
部
華
人
社
会
に
関
わ
る
フ
ラ
ン
ス
の
イ
ン
ド

シ
ナ
関
連
文
書
な
ど
を
用
い
て
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
と
密
接
な
関
係
を
保
持

す
る
地
域
の
動
向
を
さ
ら
に
詳
し
く
見
た
う
え
で
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
華
人

四
四
七



史
　
　
　
学
　
第
八
八
巻
　
第
三
・
四
号

）

一
七
八　
（

社
会
の
内
部
状
況
を
見
直
し
て
み
る
こ
と
が
有
効
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
マ

レ
ー
人
・
イ
ン
ド
人
と
い
っ
た
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
他
の
移
民
社
会
と
の
相

互
関
係
、
異
な
る
ネ
イ
シ
ョ
ン
と
の
連
帯
・
協
力
に
関
わ
る
意
識
や
活
動

も
、
本
論
で
は
論
及
さ
れ
て
い
な
い
。
史
料
的
な
制
約
が
あ
る
に
せ
よ
、

植
民
地
化
の
開
始
か
ら
現
代
に
至
る
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
通
史
を
考
え
て
い

く
う
え
で
、
こ
の
問
題
も
避
け
て
は
通
れ
な
い
だ
ろ
う
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
問
題
点
の
多
く
は
、
意
欲
的
な
問
題
提
起

と
周
到
な
実
証
作
業
を
伴
っ
た
本
研
究
に
よ
っ
て
到
達
さ
れ
た
高
み
に
立

っ
て
よ
う
や
く
見
え
て
き
た
も
の
で
あ
る
と
言
え
、
ま
た
持
田
君
自
身
が

本
研
究
を
ふ
ま
え
て
将
来
さ
ら
に
研
究
を
発
展
さ
せ
て
い
く
目
標
と
し
て

認
識
し
て
い
る
も
の
で
も
あ
る
。
総
じ
て
本
研
究
は
、
前
途
有
望
な
若
手

の
東
南
ア
ジ
ア
史
研
究
者
の
一
人
が
生
み
出
し
た
斬
新
な
研
究
成
果
で
あ

る
と
い
え
る
。
そ
れ
ゆ
え
審
査
委
員
一
同
は
、
本
研
究
が
博
士
（
史
学
）

の
学
位
を
授
与
す
る
に
相
応
し
い
も
の
と
判
断
す
る
。

　

な
お
、
以
上
の
審
査
報
告
に
は
、
三
尾
裕
子
・
本
塾
大
学
院
社
会
学
研

究
科
委
員
、
武
内
房
司
・
学
習
院
大
学
教
授
の
二
名
の
副
査
に
よ
る
、
そ

れ
ぞ
れ
の
専
門
的
立
場
か
ら
の
所
見
が
併
せ
て
反
映
さ
れ
て
い
る
こ
と
を

申
し
添
え
て
お
く
。

論
文
審
査
担
当
者

主
査　

慶
應
義
塾
大
学
文
学
部
教
授

　
　
　

・
同
大
学
院
文
学
研
究
科
委
員�

岩
間
一
弘

副
査　

慶
應
義
塾
大
学
文
学
部
教
授

　
　
　

・
同
大
学
院
社
会
学
研
究
科
委
員�

三
尾
裕
子

副
査　

学
習
院
大
学
文
学
部
教
授

　
　
　

・
同
大
学
院
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
学
専
攻
教
授�

武
内
房
司
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